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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・第三回法人研修が以下の通りです。

　　　　　日　時：平成25年9月3日（火）・4日（水）17:30～18:30　
場　所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール
テーマ： 「接遇（服装等規定）」
講　師：　接遇委員会　担当管理　金子恭子AOM
※各自で、出欠表に入力していきましょう。 
当日参加できない方はビデオ研修への参加をしていきましょう。
日時：　9月5日（木）　17：30～18：30
場所：　メンタルケア病棟　4階メモリアルホール
・医療機器研修が以下の通りあります。

　　　　　日　時：８月２１日（水）　８月２２日（木）　　１７：３０～１８：３０
場　所：東病棟　診察室
テーマ：I-PACSの操作方法について
対　象：看護スタッフ
講　師：金沢　圭吾
※必ず参加していきましょう。

・8/28（水）に、適時調査が実施されます。

　　適時調査では、病院の基準・看護キロク（カルテ）・評価をしっかり行う事が出来ているか等が見られますので、もう一度記載忘れがないか、カルテの確認をお願いします。

　　また、上記と共に環境整備も徹底していきましょう。

・8/27（火）13：30～病院会議室２階にて、症例検討会・行動制限最小化委員会を実施します。

＜患者様連絡事項＞

· 大上　なみ様～8/23（金）の歯科受診の予約取れました。

· 滝澤　久江様～8/25（日）9：30～15：00までのランチ外出の申請が許可となっています。

　　　　　　　　　又、排便2日ない時のグリセリン浣腸の予測指示（8/21～9/4）継続処方とな

っています。

· 稲垣　恵利子様～8/22（木）16：00～8/23（金）10：30までの外泊申請が許可となっていま

す。

＜注目患者様NCP評価＞

· 滝田　英人様～本日、リハプロの時間殆ど居眠り見られています。独語は目立たなくなって

います。引き続き、夜間睡眠取れる様様子観察していきましょう。

· 滝澤　久江様～本日は、エレベーター前に立つ事なく経過されています。ただ、失禁が見ら

れています。引き続き、プログラム前後・作業前後・食事前後等にトイレの

声掛けをしていきましょう。

· 伊藤　雄一様～創部のガーゼ保護はなく、エルタシン軟膏処置のみで対処しています。現在

もベットが暑いせいか和室コーナーで休まれている事多く見られています。

引き続き、声掛けなどをして事故にならない様見守りしていきましょう。

· 小笠原　禮子様～本日は、朝食、主食2/3・副菜1/2。昼食、冷やし中華1/2摂取されていま

す。その間のもゼリーも取られています。作業での円座は使用されていま

す。引き続き、脱肛の様子を見ながら、食事摂取状況、又、買い物購入時

は、高カロリーのある物を進めていきましょう。

· 稲垣　恵利子様～本日、午前の作業の声掛けに「何言ってんのこれから外泊だから」と荷物

を纏めている事見られています。スタッフ側で兄様に電話して、本人も兄

様と話されています。兄様に「一泊じゃなく二泊出来ないか」と訴えていましたが、一泊は変わらない様子で電話を切られています。その後、自室に戻り荷物をまた準備している事あり、声掛けに「今から外泊に行く」と頑なな様子で作業を欠席されています。13：00にもカウンターに来られ、「下に荷物が届いていないか？」と紙袋を持参されています。引き続き、病棟を離れる事のない様、所在確認を徹底していきましょう。

＜川端Ｄｒ診察状況＞

· 田名部　浩平様～8/16外泊から帰院している。外泊中は、「青森のアスパムに行かれた」事を

話されている。又、8/18に、他患者様にタバコをせびられた事を情報提供

しています。

　　　　　主治医～本人に確認されています。確認後、本人からタバコを止めたいかを聞かれ

　　　　　　　　「したいと言う気持ちがある」と返答されています。スタッフへ、禁煙プログ

ラムを作成するよう指示が出ています。

　

· 大釜　万知様～本日から朝6時にタバコを7本渡す事になった事を情報提供しています。本

人からも「我慢できる」と話されています。

　　　　　主治医～1日7本を守るようにと、退院し青風荘を入所し、そこを出たら家へ帰って

両親と暮らすのだと話されると頷いています。

＜稲垣　恵利子様の心理検査報告＞　　小嶋ＣＰ

・知的レベル→得点をその方の年齢に合わせて行っている。

ＦＩＱ＝63であり、知的レベルは軽度知的障害レベルである。全体的に出来る事と出来ない事

の差が大きく、有している能力のバランスが悪い。

○記憶面は、数字であれば、６桁まで記憶する事が出来、電話番号を覚える事が出来るレベル

である。また、多くの情報を覚えやすい形に変換して覚えようとする事は出来る。しかし、学

校や家庭で学習されるはずの知識や社会的な常識・ルールが身についておらず、社会的成熟度

は低い。また、場の空気も正しく読めないために、周りと足並みを揃える事が苦手であり、場

にそぐわない行動をとる可能性も十分ある。よって、物事を考える・解決しようとする際やル

ールを教える際に、常識的な観点から伝えても無意味であると言える。

○認識面は、数字や記号のような無意味な物は正しく認識・理解する事は出来るが、人物や物

事といった有意味な事は正しく認識・理解する事は苦手である。よって、何らかの行動を身につけたい場合は、行動の背景を考える、人の気持ちを考える事は苦手であるため、「相手の立場になって」という視点での関わりは避け、「○○したときはこうする」といったように行動だけを強化する関わりのほうが有効的であるといえる。

○作業面は、注意・集中力があり、物事を最後までやり遂げようとする粘り強さを持っている。

目の前にある課題はある程度のスピードで取り組む事が出来るが、先を見通す事や全体を見る

事は苦手であるため、目標や作業内容は細分化して関わることのほうが本人としても取り組みやすいと言える。

例＞

物事を考えたり、ルールを覚える事・常識的な事は納得出来ない。

　教える時は、「夜は、寝る。」「朝は、起きる。」

　　　　　　　何時にジュースを飲む・量を決めてあげるとかしなければ、理解できない。

　　　　　　　スタッフ側から決めて、頭で考えるより、身体（行動）で覚えていく。

※「夜、何かあったらスタッフの所へ来るように」という関わり方、単純なメッセージで伝えていくのが良い。

